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１． 研究目的 
現在のアパレル販売員を取り巻く環境は厳しい

ものとなっている．その理由としては，アパレル

販売員の社会的なイメージが低く，専門学校や大

学でも入学希望者が減少していること，また現場

でも慢性的な人材不足になっていることが要因と

して挙げられる．これらの問題の解決には，アパ

レル販売員の接客技術の向上と，販売員教育に新

たな変化が必要であると考えられる． 
本研究は，販売員の社会的イメージの向上とア

パレル業界の人材不足の解消を目指し，各時代の

販売教育の歴史的変遷と現在の販売教育からアパ

レル販売員教育の問題点を明らかにする．そこか

ら新たな販売員教育を提案することを研究目的と

する． 
 

２． 研究方法 
第 1 章では，現在のアパレル販売員の現状把握

と問題提起を行った．第 2 章では，日本における

百貨店の販売員教育の変遷および現在の勤務形態，

社会的イメージとなった背景と経緯を捉えるため

に，江戸時代末期から令和時代の販売員教育につ

いて文献調査を行った．第 3 章では，教育機関に

おける販売員教育の内容を把握するために，専門

学校 8校と大学 10校のカリキュラム及びシラバス

を調査し比較を行った．第 4 章では，アパレル販

売員の売場で行われている販売員教育や問題を把

握するために，店頭販売経験者 3 名にインタビュ

ー調査を行った．第 5 章では，アパレル販売員の

イメージと就業不安の原因を明らかにするために，

ファッション分野を学ぶ学生を対象にアンケート

調査を行った．以上の結果を基に，第 6 章では，

現在のアパレル販売員教育について検討し問題点

を明らかにした．第 7 章では，これからのアパレ

ル販売員教育に必要な学びを提言した． 
 

３． 結果と考察 
①販売教育の変遷 

江戸時代末期，百貨店の前身である呉服店では，

丁稚に読書きや算盤を教えていた．明治時代にな

ると日本で初めての百貨店が誕生し，女性の販売

員が採用されることとなった．この時の女性販売

員は，見た目の華やかさや優しく愛嬌があること

が重要視されていた．また結婚前の花嫁修業の一

つとして捉えられていたため，専門的技術は要求

されていなかった． 
高度成長期を迎えた昭和 30（1955）年頃には，

商品を一つでも多く売ることを目的とした「マネ

キン嬢」や，商品をアピールする「説明売り子」

といった新しい職種が誕生した．昭和 50（1980）
年代のバブル経済になると「ハウスマヌカン」「ア

パレル販売員」「ファッションアドバイザー」とさ

らに異なる特徴と役割を持つ様々な販売員が登場

した．販売員の教育はその都度，必要に応じて場

当たり的に行われていった． 
百貨店を中心とした販売員教育の内容を調査し

たところ，明治時代から続く「客にかしずく」ス

タイルが残っていた．特に女性は補佐的な仕事が

多かった．平成 18（2006）年頃になると資格を取

得した専門的知識を持つ販売員が出てきた．これ
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まで時代に合わせて徐々に職種が増えたことで, 
体系立った販売員教育が行われてこなかったこと

が明らかとなった． 
②教育機関におけるアパレル販売員教育の比較 

大学と専門学校を比較すると，大学では素材な

どの衣料製品そのものに関する学びが多く，専門

学校では，接客時に必要な業務を習得できる内容

の授業が開講されていた． 
調査対象の大学の多くは，1 級衣料管理士の養

成校であり科目や内容が似た編成となっていた．

一方，専門学校では 3 校の学校で「一般財団法人

日本ファッション販売能力検定」の内容が取り入

れられ同じような授業が行われていた．つまり大

学では「専門的な素材」について，専門学校では

「専門的な販売」についてと専門領域の住み分け

がされていた．アパレル販売員は，複合的な販売

能力が必要であるにも関わらず，教育機関によっ

て範囲が狭く限定的であることが問題として挙げ

られた． 
③アパレル販売経験者のインタビュー調査 

2019 年 12 月 14 日～2020 年 2 月 5 日．アパレル

販売の経験者 3 名（男性 1 名，女性 2 名，年齢 35
～40 歳）にインタビュー調査を行った． 
アパレル販売員の現場では入社すると接客の基

本的なことを身に付け，その後時間を置かずに現

場に配属となる．アパレル販売員としての知識や

技術は店舗で直接指導を受けたり，接客を通じて

学ぶことが多く，結局は現場主義であった．しか

し接客をしながらの後輩指導は難しく，現場では

十分な販売員教育ができている環境とは言えなか

った． 
インタビュー対象者の退職理由からは「給与が

低い」こと，出産などによる長期休暇後の「待遇

への不満」や，本来は取得できるはずの休暇が申

請できないほどの「慢性的な人材不足」といった

過酷な労働環境が見えてきた．以上のことから販

売員教育の内容の充実や処遇改善が求められてい

ることが明らかとなった． 
④学生を対象としたアンケート調査 

2020 年 6 月 29 日（月）～8 月 12 日（水）専門

学校生 71 名，大学生 34 名，合計 105 名（女性 87
名，男性 18 名）を対象に WEB アンケート調査を

行った．設問数は 26 問とした． 
学生はアパレル販売員に対して「おしゃれ」「丁

寧」「コミュニケーション能力が高い」といった，

外見的な要素によるイメージを持っていた．しか

しその一方で「大変」「過酷」といった労働環境で

はマイナスのイメージを強く感じていた．また販

売員には「高い専門知識とコミュニケーション能

力」を期待しながらも，理想の販売員に自分もな

れるかという不安も持っていた．これは将来の就

業イメージが十分に浮かばないなどが要因として

考えられ，教育機関での販売員教育の内容につい

て検討が必要であることが分かった． 
 
４． まとめと今後の課題 
これまでアパレル販売員教育は，時代の要請に

応じてその都度構築されてきた．このため体系的

とはいえず，また分野全体を網羅したものでもな

かった．しかし現場では，常に人材育成に問題が

生じており，今までの販売員教育内容では対応が

出来なくなってきている． 
今後アパレル販売員を目指す者が増加し，継続

的に仕事を続けていくためには，大学および専門

学校が分野全体を広く見据えた教育を提供するべ

きである．また教育機関だけでなく店舗を持つ企

業や百貨店においても，個性や経験を活かせる環

境作りが必要である．さらに販売員が最大限に力

を発揮できるような処遇改善が求められる．この

ためには専門学校，大学，企業の 3 者が連携する

ことが不可欠である． 
「高い専門知識とコミュニケーション能力」を持

ったアパレル販売員の育成が社会に求められてい

る．アパレル販売員は高い知識と技術を持つ高度

な専門職として尊敬されるべき職業であることを

教育機関や業界が再認識し変化していくことが望

まれる． 
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